
● フローサイトメトリー法を用いた細胞表面抗原解析及び

アポトーシス解析 

Analysis of Cell Surface Markers and Apoptosis by Flow Cytometry 

 

[概要] 

フローサイトメトリー法（FCM法）は、細胞や微小粒子などの粒子にレーザー・ビームを照射して得られ

る散乱光や蛍光を利用して、個々の粒子の特性を解析する技術です。主なアプリケーションとして、細胞表

面抗原の発現量を解析することで細胞の特性を調べる細胞表面抗原解析や、細胞内のサイトカイン・リン酸

化タンパク質などの存在量を解析する細胞内抗原解析、個々の細胞の DNA含量を調べることで各細胞周期の

細胞の割合を解析する細胞周期解析などがあります。以下に、分析事例をご紹介いたします。 

当社では、FCM法を用いたリンパ球サブセット解析や造血幹細胞の解析、各種疾患による表面マ－カ－の

検索、アポトーシス解析などの細胞特性解析サービスを提供しております。 

 

[事例 1]マウス全血を用いたリンパ球サブセット解析 

マウス全血を用い、CD3、CD4、CD8、CD45の 4種の細胞表面抗原を解析し、CD8陽性細胞（細胞障害性

T細胞）と CD4陽性 T細胞（ヘルパーT細胞＋制御性 T細胞）の比率の算出を行いました。測定結果を図 1

及び表 1に示します。 

 

  

 

図 1 ICR系雄性マウスの全血を用いたリンパ球サブセット解析のドットプロット図 
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表 1 ICR系雄性マウスの全血を用いたリンパ球サブセット解析の日内再現性(6回繰返し測定) 

 
 

図 1は、散乱光と CD45陽性集団から特定したリンパ球について、CD3、CD4、CD8で解析を行ったドット

ブロット図です。マウス 3 個体のドットブロット図より、CD4 陽性細胞と CD8 陽性細胞の比率（CD4/CD8

比）（免疫活動性の指標）を算出した結果が表 1 です。CD4/CD8 比は 3.1±0.1 となり、文献報告値(1)と同等

な結果でした。 

[事例 2]培養細胞を用いたアポトーシス解析 

ヒト白血病 T細胞株 Jurkat cellに、抗がん剤のビンブラスチンを作用させることで誘導されるアポトーシ

スを、FCM によるアネキシンⅤ法により解析しました。実験条件を表 2、解析結果を図 2 に示します。細胞

はアポトーシスが誘導されると細胞膜構造が変化し、膜透過性の上昇を経て細胞の断片化に至ります。アポ

トーシス初期に細胞膜構造が変化すると、正常時は細胞膜内面に局在しているホスファチジルセリンが細胞

膜外面にも出現します。そこで、アネキシンⅤがカルシウムイオン存在下でホスファチジルセリンと結合す

る性質を利用し、ホスファチジルセリンの細胞膜外面局在の有無をアネキシンⅤに FITC（フルオレセインイ

ソチオシアネート）標識したアネキシンⅤ-FITCを用いて検出しました。また、PI（ヨウ化プロピジウム）が

DNAの二重らせん構造にインターカレートする性質を利用し、細胞核の染色の有無で膜透過性上昇を検出し

ました。 

 

表 2 培養細胞を用いたアポトーシス誘導剤評価の実験条件 

使用細胞 Jurkat cell 

被験物質 ビンブラスチン（10 nmol/L） 

暴露時間 24時間 

アポトーシス解析方法 アネキシンⅤ-FITC＋ヨウ化プロピジウム（PI） 
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図 2 フローサイトメトリーを用いたアネキシンⅤ法によるアポトーシス解析 

 

図 2 より、ビンブラスチンを作用させると、アネキシンⅤ-FITC のみで染まる細胞集団と、アネキシンⅤ

-FITC及び PIで染まる細胞集団の増加が確認されました。この結果から、Jurkat cellはビンブラスチンによ

り膜構造の変化を経て、細胞の断片化、細胞死に至る、アポトーシス作用を誘導されたことが確認されまし

た。 
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